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はやぶさ 2探査機搭載LIDARによるCタイプ小惑星のアルベド計測
Measuring Albedo of C-type Asteroid with LIDAR onboard HAYABUSA2 Spacecraft
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JAXA/ISASの小惑星サンプルリターン・ミッション「はやぶさ-2」は、2014年打ち上げられ、2018年に近地球小惑
星 (162173)1999 JU3の探査を行い、2020年に地球に帰還する予定である．LIDAR(レーザー高度計)は、はやぶさ 2に搭
載される 5つの機器のうちの 1つで、探査機からターゲット小惑星表面までの距離の計測に使われる．高度 25kmから
30mまでのレンジを計測するパルス・レーザー光の波長は、波長 1.06μm．LIDAR は、探査機のナビゲーション装置と
してだけでなく、地形、アルベド (反射率)、浮遊ダスト、重力、形状の計測にも使われる．

1999 JU3や他のメインベルト小惑星の地上分光&撮像観測結果、炭素質コンドライトの室内実験などを考慮しながら、
はやぶさ 2探査機に搭載される LIDAR を使った C-タイプ小惑星のアルベドに関する科学的観測項目を議論する．例え
ば、表面アルベドの異方性、宇宙風化や関連するメインベルト小惑星族など．また、はやぶさ-1探査機搭載の LIDAR と
NIRS(近赤外線分光器)で得られた、S-タイプ小惑星イトカワのアルベド異方性についても示す．
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